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辞
令
、
職
場
の
恋
の
引
き
裂
か
れ

辞
令
、
野
大
係

ィ
御
栄
転

辞
令
、
冷
や
級
食
い
イ
行
く
支
ｌ
‐‐
ヶ

時
間
外
作
業
も
減

，
た
造
船
所

時
間
外
、
い
つ
も
帰
宅
は
二
―
″
時

づ
つ
な
き
が
、
字
知
ら
ん
俺

一
ラ
ブ

レ
タ
ー

激
し
さ
、
代
議
―‥
迄
も
地
れ
て
来
る

激
し
さ
、
次
は
だ
輪
の
晴
れ
丼
台

お
茶
摘
み
が
始
り
て
よ
り
ほ
と
と
ぎ
す

大
雨
の
ｒ
報
気
に
し
つ
梅
雨
の
旅

供
■
に
添
ふ
遺
愛
の
社
鴻
化

一
枝
を

校
庭
に
続
く
夏
山
ほ
と
と
ぎ
す

大
披
璃
戸
展
ご
る
海
の
明
け
場
し

花
終

へ
し
杜
鵠
化
の
１
入
れ
て
い
ね
い
に

夏
木
立
党
の
水
の
計
静
か

た
ま
さ
か
に
訪

へ
ば
長
居
や
燕
子
化

植
え
か
え
し
紫
陽
化
の
色
淡
く
咲
き

梅
雨
晴
れ
て
句
会
の
ざ
し
き
山
近
し

看
と
り
の
日
休
む
る
窓
の
Ｌ日
彙
か
な

暑
さ
に
も
耐
え
還
暦
を
祝
う
か
な

若
葉
風
親
を
呼
び
合
い
雛
囃
立
つ

新
茶
に
て
イ
を
も
て
な
す
縁
の
先

人 口
-5月 31日 現在

―

9,582人 晏 :i:11::l炎

世帯数…………………・2,630

転入 43  出生  9

転出 57  死亡  6
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黙
公
子

こ

う

女

の
ゞ
ｒ

ふ
み
子

や
よ
い

チ
　
　
エ

幸
　
一

落
ち
て
な
ほ
優
雅
な
薫
り
桐
の
花

初
孫
を
抱
い
て
ド
ラ
イ
ブ
風
涼
し

時
鳥
夏
の
訪
れ
告
げ
る
か
に

待
ち
わ
び
し
雨
は
雷
ま
で
ま
じ
え
つ
つ

親
と
子
の
意
見
の
ち
が
い
落
し
文

さ
ん
さ
ん
と
初
夏
の
太
陽
庭
に
も
れ

ふ
と
我
に
戻
り
し
刻
に
ほ
と
と
ぎ
す

野
か
ら
野
へ
郭
公
長
閑
に
叶
き
渡
る

レヽ
ト

一一記

上
色
見
　
後
藤
　
嘉
平

真
心
を
込
め
て
育
て
し
花
の
苗

い
ま
や
つ
ぎ
つ
ぎ
咲
き
そ
め
に
け
り

思
う
か
な
不
老
の
薬
は
花
な
ら
む

九
十
越
え
し
も
衰
ろ
え
を
見
ず

（ご
）
（寄
）
（付
）

）
Ｌ
色
見
前
原
の
後
Ｉ
Ｉ
さ
ん
か
弓

（父

。
武
弘
さ
ん

。
３１
歳
死
去
）

〉
峯
の
宿
の
二
子
石

一
成
さ
ん
か
し

（父
、
茂
さ
ん

・
７５
歳
Ｉ
去
）

▼
上
色
見
西
中
原
の
川
―‐
成
た
さ
ん
か

ら

（病
気
見
舞

い
の
返
社
と
し
て
）

ｖ
Ｉ
色
見
前
原
の
荒
牧
阿
蘇
男
さ
ん
か

ら

（病
気
見
舞
い
の
比
社
と
し
て

，

◎
そ
の
他
の
寄
付

▼
上
色
見
前
原
の
後
藤
■
さ
ん
か
ら
Ｌ

色
見
と
人
ク
ラ
ブ

（‐――‐‐
ｒ
岳
会

・
和

楽
会
）

ヘ

，
，―‐∫
原
の
後
藤
徴
也
さ
ス
か
ら

，――∫
原
保

育
田
に
貰
金
松
十
木

，
尾
下
下
山
の
甲
斐
躊
助
さ
ん
か
』
宅

下
と
人
ク
ラ
ブ

（
は
■
Ｌ
二
会
）
と

に
下
小
学
校

ヘ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会
分

▽
高
森
天
神
の
篠
田
定
雄
さ
ん
か
ら

（父
、
作
之
丞
小さ
ん
。
８８
歳
死
去
）
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婚

月

も な 内 容

19億 円の大
'I14〕'算決まる …………………

6月 定例町議会で ||」 決した七な案件………

7月 2311か ら結核・成人病健康診断………

年金支給3.4%引 き 11同
‐  …̈…… …

盛 り 11ろ 町民 ス′|… ′・ … ・…

青少年催

`ヽ
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高森警察署に転勤して来て三カ月、ほんとうに高森のよさを感じて

いる最近です。梅雨の晴れ間に 中坂峠から根子岳を描いてみまし
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鐵
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(氏 名)

濱 田 昭 男
(白石)登美子
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一
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ゥ
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反
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下

，１
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雌
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山
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後
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Ｌ
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０
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平
　
田
　
医
　
院

高
森
②
０
２
１
６

寺
　
崎
　
医
　
院

高
森
②
０
３
７
８

小
　
林
　
医
　
院

高
森
②
０
０
７
５

渡
　
辺
　
医
　
院

南
阿
●
１
７
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教
育
、
基
盤
整
備
重
点
に

前
年
比
１０

・
４
％
の
伸
び
率

暫
定
予
算
に
か
わ
る
町
の
五
十
四
年
度
当
初
予
算
が
、　
さ
き
の
六
月
定
例
町
議

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
一
般
会
計
は
十
九
億
五
百
三
十
二
万
七
千
円
。　
五
十
三

年
当
初
に
比
べ
て
一
〇

・
四
八
で
、　
一
億
八
千
七
十
三
万
九
千
円
の
増
で
、　
国
の

地
方
財
政
計
画
の
伸
び
率

（
一
三
ぞ
）
よ
り
低
く
、　
町
と
し
て
は
五
十

一
年
の
三

ｏ
一
軒
い
ら
い
の
低
い
伸
び
率
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
引
き
続
く
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
財
政
の
健
全

化
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
振
興
の
基
盤
整
備
を
計
上
し
ま
し
た
。
し
か
し
、　
近
年

は
行
政
に
対
す
る
多
種
多
様
の
住
民
要
望
が
あ
る
反
面
、
０
税
収
入
、　
地
方
交
付

税
な
ど
の
伸
び
悩
み
②
財
政
運
営
の
地
方
債
依
存
０
公
債
費
支
出
の
増
高

④
多
額

の
経
費
を
必
要
と
す
る
各
種
事
業
の
累
積
な
ど
、
財
政
硬
直
化
の
進
行
の
中
で
、

容
易
な
ら
な
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

歳
入
の
４１
％
占
　
方交一麟
彎
】教
麟
燎秘誦

め

る

地

方

交

付

税

　

十
万
九
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

前
年
度
実
績
に
比
較
し
ま
す
と
、
八

・

一
般
会
計
の
歳
入
を
み
る
と
、
町
税
　
一二
新
の
伸
び
で
す
。
こ
れ
は
歳
入
全
体

を
柱
と
し
て
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
　
の
四
一
軒
を

占
め
、　
今
後
は
国
の
政

を
含
め
た
自
主
財
源
は
、
全
体
の
わ
ず
　
策
、
税
収
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
も
の

か

一
一
・
七
ぶ和
に
あ
た
る
二
億
二
千
二
　
で
あ
り
、　
一
応
、
前
年
度
実
績
に
対
し

百
七
十
八
万
円
。
反
対
に
地
方
交
付
税
　
て
、
普

通

交

付
税
は
九
ギ
増
額
を
見

や
国
、
県
支
出
金
、
町
債
な
ど
八
八

・
　

込
み
、
特
別
交
付
税
は
九
五
で
相
当
額

三
イ
を
国
や
県
の
依
存
財
源
で
ま
か
な
　
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

う
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
歳
出
を
総
体
的
に
み
る
と
、
０
教
育

「
と
も
だ
ち
」

上
色
見
小
四
年
　
後
藤
　
味
奈

学
校
建
設
に
約
３
億
円

"

膵
端

南
阿
蘇
Ｂ
Ｂ
Ｓ
の
活
動

Ｂ
Ｂ
Ｓ

運
動
を

ご
存
知
で

し
ょ
う

か
。
（
”
”
〕
「
ｏ
〓
あ
・
′

〓̈
ら
∽
∽̈
一つ
・メ

〓
９
ご
コ
ｏ
ュ
兄
妹
運
動
）
か
わ
お
わ
か

り
の
よ
う
に
、
不
■
に
し
て
罪
を
犯
し

た
子
供
ら
の
よ
い
兄
、
姉
と
な

っ
て
、

彼
ら
の
立
直
り
を
導
き
助
け
よ
う
と
す

る
運
動
で
、
青
年
に
よ
る
本
仕
運
動
で

す
。昨

年
七
月
に

「
南
阿
蘇
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
」

を
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
南
阿
蘇
を

中
心
と
し
た
高
森
町
、
久
木
野
村
、
白

水
村
、
蘇
陽
町
か
ら
約
二
十
人
の
会
員

が
集
ま
り
、
互
い
に
語
り
合
い
、
Ｂ
Ｂ

Ｓ
組
識
の

一
員
と
し
て
地
道
な
ボ
ラ
ン

テ
ア
活
動
を
や

っ
て
い
ま
す
。
職
業
は

会
社
員
、
公
務
員
、
農
業
な
ど
さ
ま
ざ

ま
。
年
陥
も
ニ
ト
代
か
ら
三
十
代
と
幅

広
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
邁
進
す
る
若

手
■
７

１Ｊ
′
●
■

，１‥‐
●
■

，
■
●

Ｉ

，
二
■

１
１
ひ
と
こ
と

無
残
で
あ
る
。
人
葉
累

々

白
た
た氣
仏“
々
十蘭

，仲
の
＝別
の
売
Ｌ

気
が
と
た
ん
に
濁
る
。
沿

道
の
住
民
、
道
く
人
は
さ
ぞ
や
迷
惑
で

あ
ろ
う
。
用
便
散
歩
の
自
粛
を
単
む
こ

と
切
な
も
の
が
あ
る
。
下
町

。
一
住
民

※
投
稿
さ
れ
る
方
は
ハ
ガ
キ
を
ご
利

用
に
な
り
、
住
所
、
年
齢
、
職
業
、
匿

名
の
場
合
は
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。
送
り
先
は
総
務
課
広
報
係

へ
。

0 0

●  ●

市
野
尾
　
白
　
石
　
博
　
昭

（２２
）

い
力
と
情
熱
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
お
り
、

月
二
回

（十
日

ｏ
二
十
五
日
）
の
例
会

を
通
し
て
、
各
会
員
の
心
の
つ
な
が
り

を
深
め
て
い
ま
す
。

ま
た
私
た
ち
は
今
後
次
の
よ
う
な
主

な
行
事
を
行
な

っ
て
い
き
ま
す
。

ご
隠
居
さ
ん
の
人
を
迪
れ
て
の
朝
の

故
歩
、
体
ヵ
増
Ｉ
健
康
保
持
に
は
格
好

の
運
動
で
あ
ろ
う
。
本
人
も
ご
満
悦
、

人
も
ご
き
げ
ん
。
一路
に
ぬ
れ
た
路
傍
の

卓
化
は
涼
々
し
く
美
し
い
。　
一
人
の
若

者
が
単
中
に
乗

っ
て
、
た
と
の
批
た

一

見
楽
し
い
光
景
で
あ
る
。

あ
あ
し
か
し
、
彼
ら
が
去

っ
た
後
は

施
設
の
整
備
②
町
道

・
農
通
の
改
良
、
舗

装
０
町
民
の
健
康
と

福
祉
④
農
林
振
興
を

め
ざ
す
諸
施
策
な
ど

に
重
点
が
お
か
れ
て

い
ま
す
。
性
質
別
に

み
る
と
建
設
事
業
費
三
九

・
三
で
、
七

億
四
千
八
百
二
十
万
円
で
筆
頭
。
高
森

小
学
校
校
舎
第
二
期
工
事
や
同
小
学
校

屋
内
体
育
館
、
色
見
保
育
同
建
設
な
ど

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
義
務
的
経

費
の
中
の
人
件
費
は
、
町
議
会
議
員
や

各
種
委
員
報
酬
を
含
め
五
億
三
百
二
十

四
万
円
に
辻
し
、
二
六

。
四
ギ
を
し
め

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
職
員
定
数
の
抑
制
、
事

務
の
合
理
化
を
す
す
め
て
、
極
端
な
増

高
を
し
な
い
よ
う
、
劣
力
す
る
方
針
で

す
。で

は
次
に
当
初
予
算
か
ら
項
Ｈ
別
に

主
な
内
容
を
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

【
総
務
費
】
　
総
務
管
理
や
税
務
、
企

画
、
財
産
管
理
な
ど
の
機
務
的
経
費
が

お
も
な
も
の
。
交
通
安
全
対
策
と
し
て

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
通

学
路
舗
装
な
ど
の
工
事
に
四
百
六
―
＾

万
八
千
円
。
保
護
司
会
、
調
停
協
会
、

防
犯
協
会
な
ど
各
種
負
担
金
百
三
―
四

万
三
千
円
。
納
税
奨
励

（報
償
）
金
二

百
八
十
万
円
。
地
籍
調
査
費
七
百
五
十

一
万
四
千
円
。

【民
生
費
】
　
遺
族
会
、
部
落
解
放
同

盟
、
勤
労
者
福
祉
協
会
な
ど
諸
団
体

ヘ

の
負
担
金
な
ど
、
五
百
六
十
八
万
四
千

円
、
老
人
医
療
五
千
九
百
七
十
九
万
八

千
円
。
須
坂
―
旭
通
線
の
改
良
整
備
に

二
千
百
六
十
四
万
八
千
円
、
保
育
園
費

七
千
六
百
四
十
三
万
六
千
円
。
色
見
保

育
園
の
建
設
と
現
保
育
国
の
付
帯
工
事

な
ど
に
三
千
九
百
五
十
万

一
千
円
。

【
衛
生
費
】
　
衛
生
施
設
組
合
、
清
掃

組
合
、
母
子
セ
ン
タ
ー
な
ど
広
域
行
政

へ
の
負
担
金
千
七
百
十
万
四
千
円
。
水

道
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
八
百
八
十
万

円
。
幼

児

や

児
童
、
生
徒
の
予
防
接

種
、
町
民
の
健
康
診
査
に
千
五
十
二
万

四
千
円
。
害

虫

駆

除
の
た
め
の
防
疫

剤
、
狂
犬
病
予
防
な
ど
環
境
衛
生
に
五

百
二
十
九
万

一
千
円
。　
赤
ち
ゃ
ん
健

診
、
母
子
栄
養
強
化
ミ
ル
ク
な
ど
母
子

保
健
に
二
百
六
十
二
万
三
千
円
。
草
部

診
療
所

関
係
七
十
五
万

三
千
円
。　
草

部
、
野
尻
地
区
の
ご
み
収
集
委
託
百
四

十
四
万
円
。

【農
林
水
産
業
費
】
　

農
業
委
員
会
関

係
に
四
百
七
十
三
万
九
千
円
。
農
業
後

継
者
育
成
、
４
Ｈ
Ｃ
、
生
活
改
善
協
議

会
な
ど
の
助
成
八
十
四
万
四
千
円
。
養
．

蚕
、
た
ば
こ
、
野
菜
関
係
組
織
の
負
担

金
千
百
八
万
円
。
団
体
営
草
地
開
発
事

業
に
千
九
百
三
十
八
万
八
千
円
、
保
留

牛
品
評
会
に
百
五
十
八
万

一
千
円
。
牧

野
の
ダ
ニ
駆
除
、
四
百
八
十
七
万
四
千

円
。
同
和
地
区
に
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
購

入
三
百
七
十
万
円
。
上
津
留
、
西
丁
両

農
道
の
整
備
と
坊
ガ
平
溜
池
改
修
に
五

千
五
百
八
万
八
千
円
。
卓
部
、
大
畑
農

免
道
の
整
備
負
担
金
、
味
鳥
ほ
か
八
地

区
の
農
道
改
修
経
費
の
借
入
償
還
金
、

農
道
整
備
の
三
割
助
成
な
ど
三
千
百
七

卜
六
万
二
千
円
。
林
業
の
振
興
に
二
百

三
十
七
万
五
千
円
。
色
見
、
久
原
両
地

区
の
治
山
事
業
に
二
百
五
十
九
万
三
千

円
。
林
道
補
修
と
林
業
セ
ン
タ
ー
付
帯

工
事
に
三
百
六
十
五
万
二
千
円
。

【商
工
費
】
　

町
商
工
会
、
た
ば
こ
小

売
組
合

へ
の
助
成
、
中
小
企
業
安
定
資

金
利
子
補
給
に
、
四
百
四
十
三
万

一
千

円
。
高
森
公
園
、
九
州
自
然
歩
道
、
登

山
道
な
ど
の
整
備
委
託
二
百
三
十
二
万

二
千
円
。
ら
く
だ
山
公
園
展
望
施
設
百

九
万
三
千
円
。
観
光
案
内
板
設
置
五
十

万
円
。
多
々
野
原
公
同
整
備
六
十
九
万

円
。
鍋
の
平
キ
ャ
ン
ブ
場
草
地
保
全
、

風
鎮
祭
、
花
火
大
会
な
ど
の
助
成
二
百

十
五
万
五
千
円
。

会一

計般

．
Ｌ
月
＝
映
写
会
　
八
月
＝
ｔ
要
道

路
清
掃
、
九
州
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
大
会

，
十

月
＝
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
）
―
二
月
＝

ク
リ
ス
マ
ス
六
―
テ
ィ
）
二
月
＝
機
関

紙
広
報

こ
の
よ
う
に
各
種
行
■
の
遂
行
が
実

を
結
び
、
長
く
地
に
供
の
つ
い
た
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
、
関
係
諸
―ヽ∫１
体
の
ご

指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

と
こ
ろ
で
、
南
阿
蘇
Ｂ
Ｂ
Ｓ
は
第
二

―
九
同
社
会
を
明
る
く
す
る
月
間
に
ち

な
み
、
各
町
村
の
中
学

・
高
校
生
を
対

象
に
防
犯
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
作
品
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
優
秀
作
品

は
看
板
に
書
き
込
み
、
各
地
に
設
置
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
紙
上
を
借

り
て
三
、
‥
．紹
介
し
て
み
ま
す
。

◇
気
を
つ
け
ろ
　

一
歩
進
め
ば
悪
の
道

（野
―プι
中
　
甲
斐
　
上
国丈
）

◇
夜
遊
び
は
　
非
行

へ
つ
な
が
る
第

一

歩
　
　
（高
森
中
　
後
藤
　
一
党
）

◇
よ
い
心
　
み
ん
な
は
い
つ
も
も

っ
て

い
る
か
　

（河
原
中
　
真
ル
　
ーーｉ
）

ナ
“
訓
発
」ヽ
ミ、

を
も
つ
こ
と

に

な

り

ま

す
。
明
治
ｉ

ｌ
四
年
九
月

ニ
ト
六
日
に

町
に
大
火
災
が
起
き
、
百
卜
四
戸
が

全
焼
し
、
学
校
も
灰
に
な

っ
て
い
ま

す
。い

く
た
び
か
の
彩
怯
で
、
現
在
地

に
木
造
校
舎
が
で
き
た
の
が
、
咄
和

六
年
。
そ
れ
も
こ
の
七
月
に
は
す
べ

て
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

五
億
円
の
巨
額
を
投
じ
て
、
全
く
近

代
的
な
、
す
ば
ら
し
い
校
舎
が
生
て

ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

○
い
き
い
き
べ
ん
き
ょ
う

Ｃ
に
こ
に
こ
ご
あ
い

さ
つ

○
い
そ
し
そ
さ
ざ
よ

こ
の

１
つ
の

＝

標

は
、
性
か
な
人
間
性
を

育
て
る
た
め
の
．
き
わ

め
て
集
約
さ
れ
た
こ
と

ば
で
す
。

南
部
の
中
心
校
に
ふ

さ
わ
し
い
施
設
、
設
備

と
、
子
弟
の
た
め
に
身

を
粉
に
し
て
応
援
す
る

保
護
者
、
そ
れ
に
応
え

て
心
を

一
に
し
て
教
育

実
践
を
す
る
教
師
。
今
や
新
し

い
歴
史
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

【
土
木
費
】

道
路
台
帳
整
備
の
た
め

の
測
量
八
百
四
十
万
円
。
町
道
の
維
持

修
繕
に
二
千
三
百
四
十
三
万
三
千
円
。

町
道
の
新
設
、
改
良
に

一
億
四
千
四
百

六
十
七
万
五
千
円
。
取
首
―
水
堪
線
、

赤
羽
根
―
中
嶋
線
、
川
上
―
百
刈
線
・＼

|

|

!

高

森

小

学

校

野
田
　
　
誠
　
校
長

児
童
数
　
４１
人

（
１４
学
級
）

一
番

占
い
高
森

小
学
校

沿
■
史

に
、

「
明
治
六
年
四
月
ニ
Ｉ
Ｈ
有
志

者
／
寄
付
今
ワ
以
テ
町
及
ヒ
村
山
ノ

ニ
ケ
所

二
小
学
校
フ
創
立
シ
…
」
と

書
き
は
じ
め
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
す
る

／
百
六
年
と
い
う
長
い
歴
史

近代的な校舎 に変貌
O

:フ 吼

@IJ



広 報 た か も り昭和54年 7月 111|1召禾口54イF 7ナ」1[』広 報 た か も り 第 239号   (8)

l,I‐

ラ仁「

力

で

国
を
守
ろ
う

自
衛
官
募
集
中

「
若
者

の

１
で
国
Ｌ
の

防
衛
を
」

と
、
い
ま
防
イＩＦ
庁
で
は
、
二
等
陸
海
空

卜
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格
は
―
八
歳
か
ら
、
一
一―
″
歳
木

満
。
中
学
校

卒

業

程
度
の
試
験
が
あ

り
、
合
格
す
る
と
自
衛
官
の
誕
生
と
な

り
ま
す
。

希
報
の
方
は
、
町
役
場
総
務
課

（
８

②
１
１
１
１
番
）

へ
ご

連
絡
く
だ
さ

い
ｃ
初
任
給
は
、
月
額
八
万
だ
千
六
百

円
パ
ｌ
ヵ
月
後
に
た
万
ｉ
千
三
百
円
）

賞
ヶ
は
年
１
回
、
合
計
四

。
九
ヵ
月
分

が
支
給

さ
れ
ま
す
。　
ま
た

‐ｌｉｌ‐
服
や
衣

類
、
靴
、
そ
れ
に
食
費
も
無
償
で
供
ヶ

さ
れ
る
な
ど
優
遇
さ
れ
ま
す
。

砂
利
採
取
業
務
主

任
者
試
験
を
実
施

県
で
は
五
十
四
年
度
砂
利
採
取
業
務

主
任
者
試
験
を
、
七
月
ニ
ト

一
日
午
前

十
時
か
ら
熊
本
市
水
前
寺
公
園
の

「
む

つ
み
荘
」
で
実
施
し
ま
す
。

受
験
ご
希
望
の
方
は
、
願
書
を
熊
本

市
水
前
十
六
丁
日
十
八
番

一
号
県
庁
工

鉱
課
に
百
円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
は
七
月
五
日
か
ら
ニ
ト
日

ま
で
。
試
験
科
目
は
０
砂
利
採
取
法
お

よ
び
関
係
法
令
②
砂
利
採
取
に
関
す
る

技
術
的
な
事
項
。
受
験
手
数
料
と
し
て

熊
本
県
収
入
証
紙
三
千
円
を
所
定
の
書

類
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
県
庁
工
鉱
課

（
毬

⑭
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
内
線
２
３
７
８
）
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

７

月

２３

日

に

献
血
車
が
来
町

Ｌ
月
二
ｌ
ｉ
Ｈ
に
は
、
本
町
に
赤
―

字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
採
血
卓
が
や

っ
て

き
ま
す
。

熊
木
県
で
は
毎
＝
約
１
百
人
分
の
血

液
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
血
液
は
ス
な
さ
ん
が
出
発
的
に
提

供
さ
れ
る
善
意
の
献
血
に
よ

っ
て
確
保

さ
れ
る
の
で
す
。

献
血
は
―
六
政
以
Ｌ
で
六
―
五
歳
木

―‐―‐――
の
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
誰
れ
で
も
で

き
ま
す
。
献
血
す
る
と
き
は
血
液
型
、

―ｌｌ‐
液
の
比
重
、
血
―ｌｉ
測
定
、
医
師
の
‐―――

診
が
あ
り
、
あ
な
た
の
健
康
も

，‥―‐
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
せ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ

八
日
時
Ｖ
Ｌ
月
二
―
‥
日
午
前
九
―――，
半

か
ら
―

一
時
。
午
後
―
三
時
か
ら
ｉ
時

３

一０

一１

一５

一９

一〇

５

一　

一３

９

一１

０

∧
場
所
∨
畜
産
セ
ン
タ
ー

税
の
作
文
と

標
語
募
集

阿
蘇
税
務
署

国
税
局
、
税
務
署
で
は
、
中
学
生

・

高
校
生
の
み
な
さ
ん
の

「
税
の
作
文
」

と
中
学
生
の
み
な
さ
ん
の
、

「
税
の
標

‐
―――
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

税
に
つ
い
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ

鍋
の
平
キ

ャ
ン
プ
場

７

月

１０

日

に
開
村

例
年
、
多
く
の
キ
ャ
ン
パ
ー
で
に
ぎ

わ
う
上
色
見
前
原
の
鍋
の
平
キ
ャ
ン
ブ

村
は
、
今
年
も
七
月
十
日
か
ら
八
月
三

十

一
日
ま
で
開
村
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
予
約
受
付
は
高
森
町
商
工
会

（
審
②
０
２
７
４
）
で
や
っ
て
い
ま
す

が
、
開
村
後
は
同
キ
ャ
ン
ブ
場
内
に
設

人
事
院
で
は
、
税
務
大
学
校
並
Ｈ通
＝

生
を
界
集
し
て
ヽ
ま
す
。

受
験
資
格
は
、
昭
和
〓
―
四
年
四
月

二
Ｈ
か
ら
昭
和
１
１
し
年
四
月

一
日
ま

で
に
生
れ
た
男
子
で
す
。

申
込
受
付
期
間
は
、
し
月
―

一
日
か

ら
Ｌ
月
一
十
二
日
ま
で
で
、
中
込
書
は

国
税
局
、
税
務
讐
に
備
え
て
あ
り
ま
す

詳
し
く
は
熊
本
国
税
―
‐‐
ヶ
か
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
――――
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

_は

地 ６
一＆
．■

０〇
一”
一〇９
一４３

２

一４

一４

一６

一△
一

一３

一

一０

一

６
，

８
，
一１
，
一　

一３
，

３

２

一７８

一　

一６

一―

一

一０

一
一年一　

一 ３

一
１

〇

一
３

ａ

一
３

“
］一〇５

一
　

一△

税
一金一剰

一

８

一３

一２

２

１

６

一
７

・３

■

３

・
ｙ

一
１

１
三

一

”
一８２
一３５
一５１

ａ

Ｊ

一４
．
一駐

４
，
一　
一●０
一

一　

一
二

一　
　
一
左
一

／
な
ど
県
道
改
良

の
負
担
金
、
土
木

協
会
、
部
落
道
路

改
良
工
事
負
担
金

な
ど
千
七
百
九
十

五
万
九
千
円
、
町

営
住
宅
の
修
繕
、

団
地
内
道
路
の
舗

装
な
ど
住
宅
管
理

費
に
五
百
三
十
七

万
九
千
円
。
須
坂

団
地
に
八
戸
の
住

宅
建
設
な
ど
五
千

百
十

一
万
九
千
円
。

【
消
防
費
】

防

火
水
槽
や
消
火
栓

の
新
設
工
事
百
九

十
八
万
五
千
円
。

小
型
動
カ
ポ
ン
プ

一１

一じ

一駐

一

一

一

一
１

一

一７４

一８９

一〇３

一８９

一４
．
一８
．
一９

一ａ

一
９

一３

一
１

一
３

一△
一
一
一０

一

‘

〓

８ ９

一

一金

一

．
´

．
一

一　

・

一
１

一６

．
一４

．

２

一
―

一
３

一

三

△

一∞

一
４ ３

一８ ８

一７

一３

一６

一
９

，
一８

，
一
９

，

一
１

面

一
８

一　

一　

一

一　

一　

一

一
一
一

駐

．ａ

一
９ ６

一
２ ３

ａ

一牛

一
５

・

二

全
料
一金
一金
人
一金
一

一担
一数
　
一　
・　
一

負
ｉ
出

ド
ド
一　
一出
収
一
・

晨
一燎

．支
　
　
．付

．

金
＝

ｉ
支
産

．

１

一
‐―
叫

一　

　

　

一

一担
一用
一
，．　
　

．

分
使
国
県
財
寄

ａ

一Ｌ

一ａ

τ

ほ

一■

７

一〇

２

一
１

入

一
　

一
　

・

教
一災
一

市

し

１ ５

一

ハ 、は
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一

一
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一
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４
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９

一
５

一
４

一０
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一
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復  |

支

公
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一　

一
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よ
．
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と
や
意
見
な
ど
、
税
に
関
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。
な
川
っ
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

作
文
と
標
語
の
応
募
方
法
に
つ
い
て

計
し
く
知
り
た
い
方
は
、
日収
寄
り
の
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

け
ら
れ
る
鍋
の
平
キ
ャ
ン
ブ
村

（
審
②

０
８
５
０
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

回
　
税
務
大
学
校

普
通
科
生
を
募
集

付
積
載
車
二
台
四
百
九
十
万
円
ｃ
ポ
ン

プ
格
納
庫
、
防
火
水
槽
建
設
に
対
す
る

助
成

一
千
二
十
五
万
九
千
円
。

【教
育
費
】

教
員
住
宅
修
繕
、
多
々

野
部
落
水
道
改
修
の
町
負
担
経
費
な
ど

事
務
局
費
に
三
千
七
百
四
十
六
万
五
千

円
。
町
史
編
さ
ん
に
伴
う
諸
経
費
四
百

三
卜
八
万
三
千
円
。
色
見
小
ブ
ー
ル
改

修
、
河
原
小
校
内
放
送
設
備
の
配
線
な

ど
二
百
四
十
万
円
。
高
森
小
学
校
合
、

屋
内
体
育
館
建
設
な
ど
に
二
億
九
千
八

百
三
十
三
万
四
千
円
。
中
学
校
関
係
の

管
理
費
二
千
四
百
三
十
四
万

一
千
円
。

高
齢
者
教
室
、
婦
人
会
、
若
妻
学
級
な

ど
社
会
教
育
関
係
に
三
百
四
十
万
五
千

円
。
文
化
財
保
護
お
よ
び
文
化
振
興
費

に
百
九
十
三
万
三
千
円
。
青
少
年
教
育

に
百
万

一
千
円
。
保
健
体
育
関
係
に
五

百
三
十
万
五
千
円
。

地
方
税
法
の
一
部
改
正
や
税
率
算
定

の
基
礎
（基
本
課
税
額
、被
保
険
者
数
、

世
帯
数
な
ど
）
が
変
わ

っ
た
た
め
、
国

民
健
康
保
険
税
を
算
出
す
る
税
率
も
改

正
し
ま
し
た
。

◇
高
森
町
社
会
教
育
委
員
の
定
数
を
八

名
に
改
正

町
社
会
教
育
委
員
の
定
数
は
五
名
で

し
た
が
、
社
会
教
育
の
重
要
性
に
か
ん

が
み
、
八
名
に
ふ
や
し
ま
し
た
。
七
月

一
日
か
ら
適
用
。

◇
夜
間
照
明
施
設
の
使
用
料
は

一
時
間

六
百
円
に

最
近
の
経
済
情
勢
と
郡
内
各
町
村
の

実
情
か
ら
み
て
、
高
森
高
等
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
夜
間
照
明
施
設
の
使
用
料
を

次
の
通
り
に
改
定
し
ま
し
た
。
七
月

一

月
か
ら
適
用
。

〉
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
一
面

一
時
間
を
六

百
円

（従
来
は
四
百
円
）

◇
三
路
線
を
町
道
に
認
定

①

「
須
坂
―
旭
通
線
」
＝
国
道
二
六

五
号
線
の
須
坂
か
ら
町
営
住
宅
を
経
由

し
て
畜
協
通
り
に
至
る
三
百
六
ジ
。

②

「前
原
線
」
＝
上
色
見
の
前
原
集

会
所
前
か
ら
鍋
の
平
に
抜
け
る
五
百
四

十
三
研
。

③

「
高
森
峠
線
」
＝
高
森
峠
の
旧
国

道
で
、
新
ト
ン
ネ
ル
入
口
か
ら
旧
ト
ン

ネ
ル
ま
で
の
六
百
五
十
七
材
。

◇
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
を

可
決

補
正
額
二
千
百
十
九
万

一
千
円
を
加

え
、
総
額
を
九
千
三
百
六
十
五
万
三
千

円
と
し
ま
し
た
。
主
な
歳
出
は
色
見
地

区
の
量
水
器
取
付
け
費
用
な
ど
ｃ

び

(3) 第 239号

助
役
に
瀬
井
氏
を
再
任

新
収
入
役
は
岩
下
信
夫
氏

町
助
役
の
瀬
井
浪
夫
氏
（五
九
）

は
、
六
月
三
十
日
で
任
期
が
満

了
す
る
た
め
、
議
会
の
同
意
で

六
月
定
例
町
議
会

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
町
収
入
役
の

内
田

秀
憲
氏
（六
九
）も
、　
七
月

三
十
日

で
、
そ
の
任
期
が
満
了
し
ま
す
が
、
同

氏
の
勇
退
決
意
が
回
い
た
め
、
後
任
と

し
て
前
議
会
事
務
局
長
の
岩
下
信
夫
氏

（五
八
）が
、
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◇
高
森
町
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
を
改
正

生
活
環
境
の
変
化
に
そ

っ
て
法
律
が

改
正
さ
れ
た
た
め
、
従
来
の
町
清
掃
条

例
を
全
文
改
正
し
、
公
衆
衛
生
の
向
上

を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
新
条
例
に

は
事
業
者
の
廃
棄
物
に
対
す
る
責
務
ほ

か
、土
地
建
物
の
清
潔
保
持
、下
水
道
、

河
川
な
ど
へ
の
ゴ
ミ
捨
て
禁
止
な
ど
が

定
め
て
あ
り
ま
す
。

◇
高
森
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一

部
を
改
正

4.

5.

９８
一”

０

一３

【
答
え
】
児
童
に
関
す
る
手
当
で
は
、
ま
ず
国
が

実
施
し
て
い
る
制
度
と
し
て
児
童
手
当
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
三
人
以
上
の
児
童
が
い
る
家
庭
が
対

象
で
、
第
三
子
か
ら
月
額
五
千
円
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
ま
た
母
子
家
庭
を
対
象
と
し
た
も
の
に
は
児

童
扶
養
手
当
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
心
身
障
害
児

の
い
る
家
庭
に
対
す
る
手
当
に
は
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
や
重
度
障
害
児
を
対
象
と
し
た
福
祉
手
当

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、
い
ず
れ
も

本
人
の
自
発
的
な
申
請
が
な
い
限
り
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
し
た
が

っ
て
該
当
す
る
家
庭
は
、
児
竜
手

当
な
ら
出
生
時
に
、
役
場
に
中
請
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
引
き
続
き
受
給
す
る
人
は
毎
年

一
回
、
現

況
届
、
所
得
状
況
届
を
六
月
中
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。　
こ
の
届
け
は
主
に

所
得
の

確

認
、
扶
養
家
族
の
人
数
な
ど
を
再
調
査
す
る
も
の

で
、
郵
送
さ
れ
て
く
る
書
類
に
所
定
の
事
項
を
記

入
し
届
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
各
子
当
に
は
所
得

に
よ

っ
て
支
給
制
限
が
あ

っ
た
り
、
公
的
年
金
を

受
け
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
な
ヽ
も
の
も
あ
り

ま
す
。

各
種
児
童
手
当

の
受
給
手
続
き
は

本
人
の
自
発
的
な
申
請
が
必
要

【
問
い
】
児
」里
手
当
や
児
童
育
成
１
当
な
ど
児

准
に
関
す
る
千
当
に
各
種
の
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
内
容
と
受
給
手
続
き
は
ど
う
な

っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

靱

颯
＝
Ｓ

一ヽ
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健
康
を
確
か
め
よ
う

町
内
３５
会
場
を
巡

７

月

２３

日

か
　
　
ら

結
核
の
健
康
診
断
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
間

接
撮
影
で
す
。
対
象
者
は
町
内
に
お
住

ま
い
の
満
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
０
事

業
所
や
事
務
所
に
勤
め
て
い
な
い
人
②

学
校
に
通

っ
て
い
な
い
人
②
施
設
に
収

容
さ
れ
て
い
な
い
人
。
た
と
え
ば
、
家

ま
た
満
四
十

歳

以

上
、
満
六
十
四
歳
以
下

の
人

（
人

ｌｌｉ
ｆ
年
四
月

一
日
か
ら
昭
和
十
四
年

六
月

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、

レ
ン

ト
ケ
ン
撮
影
の
あ
と
に

成
人
病
検
診
を
行
い
ま

す
。
該
当
の
人
は
、
や

、か
て
お
配
り
す
る
味
器

に
、
当
日
の
朝
の
は
を

入
れ
て
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
す
べ
て
料
金
は
無
料
で
す
。
実
施

期
日
、
会
場
は
次
の
日
程

一
覧
表
の
と

お
り
で
す
。

な
お
、

レ
ン
ト
ケ
ン
撮
影
の
結
果
、

嘔
（状
が
わ
か
れ
ば
、
後
日
町
か
ら
連
絡

し
ま
す
。

”　
”　
”

健康診断の日程¨̈
　
押
々
た
る
広
に
道
路
が

‘１１

¨̈
　
っ
て
い
る
。
こ
の
道
路
か
ら

¨̈
　
ち
入
る
こ
と
は
禁
――．
さ
れ
、

¨̈
　
帯
に
入
る
者
は
、　
一
物
を
年

¨̈
　
＾
物
を

残
さ
す
の
原
――――
が

観
で
あ
る
。
噴
出
し
た
多
量
の
温
泉

は
利
用
す
る
こ
と
な
く
、
小
川
を
な

し
渓
谷
に
落
ち
る
。
夏
も
白
雪
に
輝

く
連
山
、
深
い
大
峡
谷
と
瀑
布
、
ま

場
．

||

本
　
田
　
秀

阿
蘇
は
肛
界
に
冠
た
る
人
景
観
を

有
す
る
国

立
公
国

で
あ
る
。　
し
か

し
、
住
民
に
果
し
て
こ
の
誇
り
が
あ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
乱
‐―１１
発
に
よ
る

自
然
の

破
壊
。
無

制
限
な

観
光
施

一̈

醜
．思
な
広
告
。
乱
雑
で
清
潔
と

は
い
え
な
い
町
並
み
。
ご
み
捨
て
場

で
あ
る
川
。

私
は
先
年
、
肛
界
最
初
の
国
立
公

田
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
中
部
の
工
Ｆ
Ｉ

ス
ト
ー
ン
公
園
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ

る
。

ロ
ッ
キ
ー
山
中
の
火
山
性
高
原

で
、
熊
木
人
分
両
県
を
合
せ
た
ほ
ど

の
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
は
今
か
ら
百

年
前
に
設
定
さ
れ
た
だ
け
あ

っ
て
、

こ
の
広
人
な
地
域
に
ほ
と
ん
ど
民
家

が
な
く
、
宿

泊
施

設
が
１

カ
所
ほ

ど
、
ほ
か
に
開
拓
時
代
の
面
影
を
残

す
崎
乗
や
幌
馬

‐―――
の
小
さ

な
施
設
が
あ
る
く
ら
い
で

あ
る
。
こ
の
中
を

一
本
の

カ
ー
が
大
部
分
で
、
そ

″有
　
　
の
た
め
の
休
泊
地
が
方

々
に
設
け
て
あ
る
。

川
は
自
然
の
ま
ま
に
流
れ
、
湿
地

は
草
原
の
ま
ま
、
森
や
林
は
少
し
も

手
を
加
え
ず
、
倒
木
も
そ
の
ま
ま
。

雷
火
や
風
害
で
枯
れ
た
の
も
そ
の
ま

ま
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
鳥
が
池
に
浮

か
び
、
鹿
や
野

牛

　ヽ
コ
ヨ
ー
テ
　
ー
ー

一詢
Ｕ

か
ど
が
林
の間
　
一　
　
　
〕油一】

に隠
見
す
る
。　
一　
　ヽ
増咲一ぃ

火
山
地
帯
に
　
一　
‐ビ

一可
“

一
　

―

　
　
‘
　

】

は
い
る
と
、
い
　
一　
　
ン
″ヽ
い

た
る
と
こ
ろ
温
　
一
．
‥
、

洒
＝
力

泉
が
噴
出
し
、　
一
ｒ
り
し嗜
暉

瑯
髯

一ゴ
景

時
間
を
隔
て
て
　
一　
↓
Ｙ

天
空
に水
柱
を
．
す

―
―

立
て
噴
出
し
壮

一谷
橋
崎
原
迫
山

倉

場
木
野
根
村

場

地
留
一
上
野

留

一野
戸
原
岩
尾
一
原

原

中

々

　

　

　

　

　

一１■
，

　

　

・

永

津

・多
牧
河
黒
市
一洗
大

ユ則

南
阿
蘇
国
民
休
暇
村

・

交
通
安
全
親
善
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
は
、
六
月
十
九

日
休
暇
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
二
十

八
チ
ー
ム

（男
十
五
、
女

十
三
）
の
選
手
ら
約
二
百

人
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
男
子
は
村
山
の
清
山

会
、
女
子
は
上
町
の
お
も

と
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
は
南
阿
蘇
国
民
体

暇
村
主
催
で
昨
年
か
ら
開

か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

回
は
特
に
老
人
の
交
通
事

故
防
止
を
願

っ
て
、
高
森

青
少
年
健
全
育
成

の
た
め

町
民
会
議
を
結
成

警
察
署
が
後
援
し
ま
し
た
。

宮
崎
同
体
暇
村
支
配
人
、
那
須
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
、
東
大
森
高
森
署

長
の
あ
い
さ
つ
、
瀬
井
助
役

（町
長
代

理
）
の
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
清
山
会
チ

ー
ム
の
本
田
秋
男
さ
ん
が
老
人
を
代
表

し
て
交
通
安
全
の
宣
言
と
同
大
会
の
フ

エ
ア
ー

プ
レ
ー
の
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

続
い
て
わ
か
ば

（南
在
）
―
清
栄

（横

町
）
を
皮
切
り
に
四
コ
ー
ト
で
熱
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。
三
位
ま
で
の
成
績
は

次
の
と
お
り
。

【男
子
】
０
清
山
会

（村
山
）
②
わ
か

ば
会

（南
在
）
０
あ
さ
ひ
会

（旭
通
）

【女
子
】
０
お
も
と
会

（上
町
）
②
延

命
寿
会

（津
鼎
）
０
清
栄
会

（横
町
）

は
じ
め
、
町
内
の
学
識
経
験
者
、
卜同
少

年
の
保
護
者
、
青
年
代
表
ら
約
百
八
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
発
起
人
代
表
の

町
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
の
あ

と
議
■
に
移
り
、
班
約
制
定
と
五
―
四

年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算
を
決
議
、

こ
の
あ
と
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
青
少
年

の
健
↑
育
成
活
動
を
実
現
す
る
た
め
、

次
の
一
項
日
の
宣
言
を
満
場

一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。

Ｏ
国
際

児
‐ヽ′，Ｌ
年

の
趣
旨
に

の

，
と

り
、
ＬＬ
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、

町
民
の
総
力
を
結
嵯
す
る
。

②
青
少
年
を
と
り
ま
く
社
会
環
境

の
健
全
化
を
強
力
に
推
進
す
る
。

０
青
少
年
育
成
の
た
め
組
織
と
地

域
に
お
け
る

自
主

活
動
を

強
化
す

る

。
．
な
お
、
選
出
さ
れ
た
役
員
は
次
の

前

一り

。
７
会
長
　
山石
下
八
束

，
副
会
長

今
村
俊
男
、
甲
斐

一
誠

▽
常
任
委
員

桐
原
央
占
、　
同
本

克
己
、　
後
藤
十

充
、
本
田
生

一
、
山
村
文
ｉ
、
和
国

千
敏
、
森
田
元
男
、
古
沢
延
生
、
吉

良
茂
、
池
田
宮
平
、
野
田
誠
、
田
中

作
、
住
古
昭
泰
、
遠
山
昭
典
、
桐
原

平
治
、
那
須
道
則
、
飯
千
純
男
、
■
ロ

良
点
人
、　
津
留

今
朝
寿
、　

１１１‐
片
浪

人
、
勝
木

一
友

▼
監
事
　
甲
斐
強
、

山有
下
‐
夕
〓ヽ

一　

日

¨

一
一
】
¨
¨
¨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

一
¨
】
¨
¨
¨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
¨
一̈
¨
¨
¨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

¨
¨

・
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■
仕

「
筐

調
に

ロ

″健
康
で
あ
る
″
と
い
う
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
。
し

か
し
自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
は
っ
き
り
知

っ
て
い
る
人
は
少
な

い
も
の
で
す
。
こ
と
し
も
み
な
さ
ん
の
健
康
を
確
か
め
る
た
め
、

七
月
二
十
三
日
か
ら
三
卜
五
会
場
で
結
核
健
康
診
断
と
成
人
病
検

診
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
、
あ
な
た
の
健
康

を
確
か
め
ま
し
よ
う
。

社

馬
大
大
一赤
中

祭

倉
上
一

檜
仲

一羽

八
「
に
上ｙ

こ
の
地

才
■

き
び
し

庭
の
主
婦
、
お
年
寄
り
、
農
業

・
林
業

・
水
産
業
な
ど
の
自
家
営
業
の
人
が
該

当
し
ま
す
。

受
診
の
方
法
は
、
各
人
に
お
配
り
し

て
あ
る
検
診
票
を
会
場
受
付
け
に
出
し

て
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
に
お
乗
り
く
だ
さ

津

月
　
水

　

一　
月

夕ヽヽ

●●従

っ
て
、
こ
こ
に
遊

に
　
　
ぶ
者
は
、
台
所
、
冷
蔵

＞
　
　
庫
、
寝
台
、
ト
イ
レ
を

備
え
た
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

深
い
感
動
を
覚
え
た
。

ス
イ
ス
は
美
し
い
国
と
い
う
。
こ

こ
は
す
ば
ら
し
い
大
自
然
を
人
間
の

努
力
に
よ

っ
て
暦
き
上
げ
た
景
観
と

い
う
こ
と
が

で
き
る
。　
豊
か

な
湖

水
、
壮
大
な
山
岳
、
そ
れ
に
調
和
し

た
生
活
を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

山
麓
の
小
さ
な
町
、
登
山
の
た
め
に

人
の
集
ま
る

土
地
の

清
楚
の

町
造

り
、
渓
流
の
清
ら
か
さ
、
連
な
る
牧

野
の
た
た
ず
ま
い
、
心
に
く
い
ば
か

り
で
あ
る
。

私
は
か

っ
て
シ
ベ
リ
ヤ
の
円
舎
町

イ
ル
ク
ー
ッ
ク
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
公
国
の
夕
幕
れ
で
あ
る
。
多
く

の
人
が
ベ
ン
チ
に
腰
を
掛
け
涼
を
求

め
て
い
た
。　
ハ
ト
と
ス
ズ
メ
が
私
の

月
に
と
ま

っ
て
食
を
求
め
る
の
ど
か

さ
で
あ
る
。
私
の
隣
り
に

一
人
の
老

人
が
た
ば
こ
を
ふ
か
し
て
い
た
。
見

る
と
も
な
し
に
見
て
い
る
と
、　
マ
ッ

チ
で
た
ば
こ
に
火
を
つ
け
、
そ
の
軸

を
再
び
箱
の
中
に
納
め
て
い
た
。

私
は
起
き

っ
て
公
園
を
ま
わ

っ
た

が
、
ど
こ
に
も
紙
暦

一
つ
落
ち
て
い

な
か

ｏ
た
ｃ
ま

し
て
吸
い
が
ら

な
ど
。
こ
ん
な

町
に
も
電
柱
は

な
か
っ
た
。
く
も
の
す
の
よ
う
な
醜

い
電
線
は
な
か

っ
た
。
白
夜
の
十
時

は
ま
だ
明
る
い
。
郷
愁
し
き
り
で
あ

っ
た
。

青
少
年
の
非
行
防
止
と
社
会
環
境
の

浄
化
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
高
森
町

青
少
年
育
成
町
民
会
議
結
成
総
会
が
、

六
月
二
十
日
午
後

一
時
半
か
ら
畜
産
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
青
少
年
の

健
企
育
成
を

効
果
的

に
推
進

す
る
に

は
、
町
民
が

一
体
と
な

っ
て
、　
一
大
町

民
運
動
を
展

開
す
る

必
要
が

あ
る
た

め
、　
一
昨
年
前
か
ら
関
係
者
が
集
ま
っ

て
結
成
の
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
会
が
再

三
も
た
れ
て
い
た
も
の
。

こ
の
日
は
岩
下
町
長
、
東
大
森
高
森

警
察
署
長
、
前
田
県
事
務
所
福
祉
課
長

町
民
会
議
結
成
総
会
の
会
場

‘
■
■
」
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3.4%引 き上げ

6～ 8月分から支給
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、

力ヽ２‐
引
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

い
命
が
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
死
亡
事
故
の
原
因
は
、
過
労

に
よ
る
居
眠
り
、
速
度
の
出
し
過
ぎ
、

無
理
な
迫
越
し
、
酒
酔
い
な
ど
無
謀
な

運
転
に
よ
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て

お
り
、　
一
方
、
歩
行
者
も
飛
び
出
し
、

車
輛
の
直
前
、
直
後
の
横
断
な
ど
交
通

ル
ー
ル
を
無
視
し
た
こ
と
が
主
な
原
因

の
よ
う
で
す
。

交
通
事
故
の
多
い
夏
に
県
民
総
ぐ
る

み
で
交
通
の
秩
序
と
安
全
を
守
り
、
交

通
事
故
の
防
止
を
図
ろ
う
と
、
県
交
通

安
全
推
進
連
盟
主
唱
の

「
夏
の
交
通
事

故
防
止
運
動
」
が
七
月
二
十

一
日
（土
）

か
ら
八
月
二
十

一
日

（金
）
ま
で
、
県

下
全
域
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

毎
年
、
夏
季
に
は
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
の
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
昨

年
の
七
、
八
月
に
つ
い
て
み
る
と
、
わ

ず
か
二
ヵ
月
間
に
県
下
で
二
十
四
人
、

（年
間
死
者
の
一
八

・
九
ギ
）
も
の
尊

1金

li」 偶 κあ り)

′
12

年金あ り)

金
金

23,9251
17,5081

7月 のみ
48,1

●

●

さ
る
五
月
二
十
三
日
、

「
国
民
年
金
等
の
一

部
改
正
案
」
が
参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し

た
の
に
伴
い
、
国
民
年
金
は
七
月

一
日
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
三
。
四
ギ
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
は
、
前
年
度
の
消
費

者
物
価
Ｌ
井
率
が
五
イ
を

超
え
た
場
合
に
、
そ
の
分

だ
け
ス
ラ
イ
ド
し
て
引
き

上
げ
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
経

済
的
な
諸
階
勢
を
考
慮
し

特
例
的
に

二
・
四
イ
の
物

―――――
ト
リ
率
で
も
引
き
―．
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
も

の
で
す
。

特
に
五
年
年
金
は
、
九

月
分
は

――１１
年
度
比
三

・
四

イ
ア
ッ
プ
の

一
万
八
千
百

八
円
と
な
り
ま

す
が
、
八
月
か

ら
は
、
二
万
円

引
き
上
げ
ら
れ

る
老
齢
福
祉
年
金
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
て
二
万
百
八
円
に
再
引
ヒ
げ
と
な

り
ま
す
。

新
し
い
受
給
額
は

次
の
と
お
り
で

す
。

″
よ
う

こ
そ
熊
本

へ
″

永
野
原

の
県
境

に
大
型
案

内
板

○
…
県
は
こ
の
ほ
ど
、
国
道
■ｉ
二
五

号
線
の
本
町
永
野
原
の
県
境
に
、
大
型

案
内
板
を
立
て
ま
し
た

（写
真
）
。
ボ

ス
タ
ー
風
の
新
し
い
感
覚
の
デ
ギ
イ
ン

で
、
ア
ル
ミ
板
の
材
質
に
も
く
も
く
と

墳
州
を
Ｌ
げ
る
阿
蘇
‐―‐
に

「
よ
う
こ
そ

熊
本

へ
」
と
書
き
込
ま
れ
た
カ
ラ
ー
写

真
が
焼
付
け
て
あ
り
ま
す
。

○
…
熊
本
市
の
標
識
専
門
業
者
に
発

注
。
百
五
卜
万
円
で
完
成
し
た
縦

一
。

八
研
、
横
二

・
Ｌ
研
の
本
格
的
な
大
型

案
内
標
示
板
で
、
宮
崎
県
側
に
立
つ
グ

リ
ー
ン
を
ベ
ー
ス
に
白
字
で
同
じ
く

「

よ
う
こ
そ
宮
崎

へ
」
と
書
か
れ
た
素
朴

な
標
識
と
は
対
象
的
。

○
‥
こ
れ
ま
で
の
案
内
図
や
案
内
標

示
板
は
カ
ラ
ー
ベ
ン
キ
付
上
げ
の
も
の

町
で
は
、
年
間
を
と
お
し
て
交
通
事

故
発
生
の
多
い
こ
の
時
期
を
と
ら
え
、

お
年
寄
り
、
子
供
の
保
護
徹
底
を
目
標

に
Ｏ
歩
行
者
、
自
転
車
の
交
通
事
故
防

止
②
飲
酒
、
過
労
運
転
の
防
止
０
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
、　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
徹
底

０
夜
間
の
事
故
防
止
―
な
ど
を
呼
び
か

け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
町

民
の
み
な
さ
ん
も
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

事
故
を
絶
対
起
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
事

故
に
あ
わ
な
い
よ
う
よ
ろ
し
く
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

が
ほ
と
ん
ど
だ

っ
た
だ
け
に
、

「
迫
力

満
点
で
し
ょ
う
。
火
の
国

″熊
本
″
が

だ
れ
に
で
も
わ
か
る
は
ず
」
と
県
関
係

者
は
自
信
満
々
。
　
″熊
本
″
Ｐ
Ｒ
の
先

兵
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

年
２
千
８
百
万
円
の
税
収

た

ば

こ

は

町

内

で
買

お
う

「
セ
ブ
ン
ス
タ
ー

一
箱
買
え
ば
、
町

へ
二
十

七
円
の
た
ば

こ
消
費

税
が
入

る
」
―
こ
う
聞
け
ば
き

っ
と
驚
く
人
が

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

五
十
三
年
度

一
年
間
で
、
町
へ
入

っ

た

″
た
ば
こ
消
費
税
″
は
、
な
ん
と
二

千
八
百
九
十
万
円
。
町
税
収
入
の
一
四

・
八
で
を
占
め
る
大
き
な
財
源
で
も
あ

り
ま
す
。
町
外

へ
お
勤
め
の
人
や
旅
行

へ
出
か
け
る
人
は
、
家
を
出
ら
れ
る
と

き
に
、
ぜ
ひ
町
内
で
買
う
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

年 金 改 定 額 (月 紙 単位円)

●Ｌ
Ｖ

′
日
Ｕ
〕

ヽ

107,

39,

50,

生 年 金
年
|フ、

障

ぐ

の

加
　
　
　
級

加
付
年
年
　
１

(夫
10

5

母

l級
金

8月
20,

0

|
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夏
の
訪
れ
と
と
も
に
、
ス
ボ

ー
ツ
に
親
し
む
人
た
ち
が
増
え

て
い
ま
す
。
学
校
や
町
体
陽
■

催
の
六
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
。
こ
の

ほ
ど
行
わ
れ
た
中
学
テ
ニ
ス
・

ノ
フ
ー
ボ
ー
ル
の
郡
大
会
で
は

野
見
中
が
好
成
績
を
上
げ
、
ま

た
町
計
年
団
も
町
村
対
抗
ノ
フ

ト
ボ
ー
ル
で
念
願
の
郡
隠
勝

を
遂
げ
ま
し
た
。

―になった野尻中の
ラ ブ

一
郡
ク

一
で
ス

・
球

ニ

一
庭
テ

ー
‐
　
▼

庭球個人戦二位の

後藤さん 。甲斐さん●

●

野尻中ソフ トクラ |
ブ (上)と 青年団Aチーム (T)▼

, 里予
中説

第
Ｉ
Ｌ
国

高
森
町

ノ
フ

ト
ボ
ー
■
人

会

は
、
六
月

七
日
最
終
日

を
迎
え
、
出
（

庭
球
ソ
フ
ト
で
快
挙

野
尻
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
日

ご
ろ
の
た
ゆ
ま
ぬ
練
習
ぶ
り
が
評
判
で

す
が
、
そ
の
努
力
が
実

っ
て
、
こ
の
ほ

ど
行
わ
れ
た
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
試
合
で
、
と
も
に

″阿
蘇
郡

一
″
と

近
来
に
な
い
快
挙
を

成
し
遂
げ

ま
し

た
。

協
Ａ
が
六
対
五
で
下
町
ド
ン
キ
ー
ズ
を

下
し
て
、
昨
年
に
続
き
三
度
日
の
栄
冠

を
受
け
ま
し
た
。

今
大
会
に

は
ニ
ト
七

チ
ー
ム
が
参

加
、
四
パ
ー
ト
に
分
れ
て
五
月
十
日
か

ら
リ
ー
グ

戦
を
展
開

し
て
い

た
も
の

―

―

―

―

ュ

７

●

＾

０

▼

０

人

僣

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

婢魂
階
農
協
Ａ
に
栄
冠
（証
一

テ

ニ
ス
は

一
の

計
中
Ｐ

グ

ラ

ウ

ン

ド

で
行
わ
れ
た
全
国

全
九
州
阿
蘇
郡
大

会
の
男
子
の
部
で

―ヽ１１
体
戦
、

イー‐‐――
人
戦

と
も
に
優
勝
、
女

子
も
団
体
戦
優
勝

個
人
戦
二
位
に
食

い
込
む
健
闘
ぶ
り

で
し
た
。

一
方
、
ソ
フ
ト

は
阿
蘇
町
＝
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

た
阿
蘇
都
中
学
交

子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に

出

場
、
元
気

一
ば
い
の
フ
ァ
イ
ト
で
優
勝

し
ま
し
た
ｃ

本
町
青
年

団
Ａ

チ
ー

ム
も
優
勝

郡
町
村
対
抗
ソ
フ
ト

第
五
回
阿
蘇
郡
青
年
団
町
村
対
抗
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
五
月
ニ
ト
七
日

で
、
各
パ
ー
ト
の
Ｌ
位
ニ
チ
ー
ム
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一優
勝
し
た

農
協
Ａ
は
沐
球
の
都
投
手
を
軸
に
し
た

若
手
チ
ー
ム
。
昨
年
ム
早
起
き
、
ナ
イ

ク
ー
で
ヵ
強
さ
を
見
せ
て
い
ま
す
。

阿
蘇
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
都
内
十
二

町
村
か
ら
女
子
九
チ
ー
ム
、
男
子
二
十

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
男
子
は

本
町
青
年
団
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。木

町
七日
年
団
か
ら
は
村
上
団
長
ほ
か

選
手
四
十
五
人

（男
子
Ａ
・
Ｂ
ニ
チ
ー

ム
、
女
子

一
チ
ー
ム
）
が
出
場
、
ベ
ス

ト
メ
ン
バ
ー
の
高
森
Ａ
は
、
い
ず
れ
の

試
合
も
大
差
で
順
当
に
勝
ち
進
み
、
念

願
の
初
優
勝
を
遂
げ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
】
▽
一
回
戦
　
高
森
Ａ
ＩＩ
１
２

産
山
　
高
森
Ｂ
ｌ９
１
５
久
木
野
Ｂ
▽
二

回
戦
　
高
森
Ａ
８
１
０
白
水
Ａ
　
高
森

Ｂ
５
１
５
長
陽
Ｂ

（ジ
ヤ
ケ
ン
負
け
）

〉
準
決
勝
　
高

森
Ａ
Ｈ
１
２
南

小
国

Ａ
　
▽
決
勝
　
高
森
Ａ
６
１
１
長
陽
Ｂ

【
女
子
】
▽
二
回
戦
　
蘇
陽
１１
１
０
高

森

優
勝
し
た
農
協
Ａ
チ
ー
ム

‥
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